
【Ｐｌａｎ - 計画】

（２）事務事業の概要
□ ■ 昭和 年

■ □ □

■ □

成果指標（単位）、または数値化
できない成果

１部・２部入場者数　(人)

成果指標等の設定理由
敬老会に参加し長寿の喜びを感じていただいた対象者の割合を図るため。（平成１８年度
については第１部の入場者数、平成１９年度以降は、第１部・第２部の入場者数とした）

目標値設定の考え方 町民センターホール満席

目
的

対象（誰（何）のために） １部７８歳以上の高齢者、２部６０歳から７７歳の高齢者

意図（どのような状態にした
いのか）

長年にわたり社会に貢献した高齢者に敬老の意を表し長寿を祝うことで、高齢者の生きが
いづくりと社会参加に対する意欲増進を図る。

（４）成果指標

（３）事務事業の目的

項 高齢者福祉の充実

事業
内容

敬老の日の直近の土曜日に敬老会を町民セン
ターで開催し、１部（昼の部）では７８歳以上の高齢
者を対象に式典と演芸を、２部（夜の部）では６０歳
～７７歳までの高齢者に演芸を鑑賞していただく。
また、７５歳以上の高齢者に対し記念品として商品
券千円分を配布する。

小項目 高齢者福祉の充実

細項目 生きがいのある生活の促進

重点プロジェクト いきいき 環境 にぎわい

事業区分 ソフト事業 ハード事業

寒川町　　平成20年度事務事業評価シート（平成19年度実施事業）

事務事業名 敬老会事業 第２班 第６事業

主管課・担当名 高齢介護課高齢福祉担当 根拠法令等

課長 木内　正幸 体系コード 32211-02 科目コード 01-03-01-03-001-02

（１）総合計画上の位置づけ
章 安心で生きがいのあるまちづくり 事業

期間

開始年度 平成

節 心のかよいあう福祉を充実します 終了予定年度 －

【Ｄｏ - 実施】

目標 実績 目標 実績 目標 実績

1,600 1,600 1,600

目標 実績 目標 実績 目標 実績

2,500 2,650 3,040

予算 実績 予算 実績 予算 実績

内
訳

投入人員 0.1 0.1 0.10.1

人件費 736 736 733 733

平均給与額 7,355 7,355 7,325 7,325

執行率 100.0% 99.2%

その他

直接事業費 5,853 5,854 6,142 6,092

国県支出金
財
源
内
訳

一般財源 5,853 5,854 6,142 6,092

使用料・手数料

（３）事業費　（単位：千円）

　　　　　　　　　　　　　　　　　年度
指標（単位）

平成１８年度 平成１９年度 平成２０年度 平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度

予算 実績 予算 実績 実績 予算

2,860記念品の配布件数 2,597 2,109 2,350 1,962

入場者数(人） 806 806 1,600 1,600

平成２３年度

目標 実績 目標 実績 実績 目標

1,600

数値化できない成果の達成状況

（２）活動指標

　　　　　　　　　　　　　　　　　年度
指標（単位）

平成１８年度 平成１９年度 平成２０年度 平成２１年度 平成２２年度

（１）成果指標

　　　　　　　　　　　　　　　　　年度
指標（単位）

平成1８年度 平成１９年度 平成２０年度 平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度

目標 実績 目標 実績 実績 目標

平成２３年度

806 1,600 1,600 1,600 1,600 1,600
目標値

平成1８年度 平成１９年度 平成２０年度 平成２１年度 平成２２年度

目標値設定の考え方 町民センターホール満席

訳

総事業費 6,589 6,590 6,875 6,825

平均給与額 7,355 7,355 7,325 7,325



【Ｃｈｅｃｋ - 評価】

（１）前年度評価シートの改善内容の実施状況

（２）事務事業の評価

■

□

□

□

■

□

■

□
成果は十分とはいえ
ない

成果は上がっていな

自治会で行うと、自治会内の高齢者数の把握が困難であるこ
とや、狭い町域を考え１ヶ所で行う事業の効率性を考えると町
主体がいいのではないか。　アトラクションの出演者について
は、数名の候補者から老人クラブ連合会で選出してもらうな
ど、老人クラブ連合会との協働で進めている。

・町が実施しない場合
の影響は

町が行った方がよい

・町民との協働は進め
ているか

町が行うべき必然性
が低い

有
効
性

対象者の満
足度や事業
の達成度は
どうか(成果

・目標の達成度
・成果の向上
・活動内容は適切か

十分成果が上がって
いる

高齢者の長寿を祝う事業で喜びの意見が寄せられている。毎
年敬老会に参加することは、自身の健康と喜びを感じる機会
となっており、高齢者同士の交流の場ともなっていることから、
参加することが、楽しみの一つとなり社会参加に繋がってい

妥
当
性

事務事業を
実施する必
要があるの
か

・必要な事務事業か
・事務事業のニーズは
・事務事業の公共性は
･社会環境変化

妥当である 国においても敬老の日・老人週間を定め、高齢者との関わり
を深め、様々な取り組みを進めることを提唱している。また、
敬老会への参加は自立・社会参加に繋がる。

どちらかと言えば妥
当である

あまり妥当ではない

町が主体と
なって実施
する必要が
あるのか

・町が実施すべき事務
事業か

町が行わなければな
らない

平成１９年度の改善予定 平成１９年度の改善結果

高齢者が参加したいと思う敬老会にするために、アト
ラクションの内容に工夫が必要。高齢化が進む中、招
待者を７７歳から７８歳に引き上げ、定員以内で入場で
きるようにする。

敬老会事業の歌謡ショーに大変有名である島倉千代子ショーを計画
した。高齢者増加のため、１部の招待者を平成１９年度は７７歳以上か
ら７８歳以上に１歳繰り上げて実施した。２部は６０歳から７７歳の高齢
者のうち、希望者が往復はがきによる申し込みを行い、抽選による座
席指定とした。なお、２部対象者のうち７５～７７歳については、抽選で
はなく、優先的に席の確保を行った。

評価の視点 評価のポイント 評価 理由

□

□

■

□

【Ａｃｔｉｏｎ - 改善】

（１）事務事業を進めていく上での課題、解決に向けての改善内容

（２）事業の今後の方針（課長による評価）

□ ■ □

□ ■ □

□ ■ □ □

敬老会事業としては狭い町域を考えると、１ヶ所で行うことにより事業の効率性が保てるため。

理由
町民センターの収容能力によるため

事務事業の方向性 方法改善 現状維持 縮小・廃止・終了 統合

理由
高齢者保健福祉計画に基づく人口推計を利用しているため。

成果指標の目標 高める 設定どおり 下げる

効率性

記念品については、千円の商品券を
配布しているが、コスト削減の折必
要性を考える。

数年前５百円下げたところ、町民から
不満の声が大きく千円に戻した経緯
があるため現状維持

記念品の配布意義を考える。

活動指標の目標 高める 設定どおり 下げる

妥当性
地域で行える敬老会と町で行える敬
老会の違いを考える。

演芸で知名度のある出演者が呼び
高齢者の参加意欲を高める。

演芸で知名度のある出演者を呼び
高齢者の参加意欲を高めたい。

有効性

抽選で漏れた方の対処の仕方。 たまたま、定員枠一杯での応募のた
め抽選で漏れた人はいなかった。

人気のありそうな出演者の場合は、
対象年齢の引き上げ等を検討。

２部制にしているのは、１回の費用と２回の費用では変わらな
いため、７７歳以下の人にも楽しんでもらうため実施をしてい
る。アトラクションの委託料も減少傾向にあるが、知名度で来
客数が増減するためこれ以上の減額は出来ないが、参加記
念品の配布意義や対象者については検討の余地がある。

適切だが改善の余地
がある

効率的でない

課題 平成２０年度 平成２１年度以降

成果は上がっていな
い

効
率
性

事業費に無
駄はないか

・事務事業は効率的に
行われているか
・コストの節減
・実施手法
・受益者負担

適切である

どうか(成果
指標の状況)

・活動内容は適切か 参加することが、楽しみの一つとなり社会参加に繋がってい
る。

理由・内容
敬老会事業としては狭い町域を考えると、１ヶ所で行うことにより事業の効率性が保てるため。
記念品の配布については、熟慮していきたい。

部長確認 菊川　雅男 確認日 2008/10/15


